
令和２年度

福島区事業計画案
「お子さんからお年寄りまで、これからも

住み続けたいまち福島区」にむけて
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運営方針とは
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運営方針は「施策の選択と集中」の全体像を
示す方針として毎年度策定しているものであり、
区将来ビジョンの単年度のアクションプランに
もなっています。

運営方針の全体スケジュール（令和元年度）
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令和２年度策定の条件

福島区将来ビジョン
平成30年度 ～ 令和3年度

福島区運営方針
各年度ごと

市政改革プラン2.0
(区政編) ※24区共通

平成29年度 ～ 令和元年度

運営方針のベースである「市政改革プラン2.0（区政編）」が今
年度終了年次を迎え、令和2年度以降の次期市政改革計画を検討中
であるため、運営方針の市政改革関連項目は最小限として策定を進
め、次期計画が策定されるタイミングで項目追加を行う。



令和２年度福島区運営方針の体系
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《区の目標像》
お子さんからお年寄りまで、

これからも住み続けたいまち 福島区
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1-1 地域力の強化による
防災・減災・安全対策の推進
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【主な事業内容】
●自主防災組織の防災活動・訓練への支援
●中学生被災地訪問事業
●密集住宅市街地整備の推進
●防犯カメラ(20台増設)・街路防犯灯の
増設

●福島駅周辺のにぎわいと
安全・安心のまちづくりの取組み
（ふくしまてんこもり年1回） 等

【めざすべき将来像】

「自助・共助」により区民一人ひとりが災害から身を守り、災害に
備えるよう防災力の向上に取り組む。
また、防犯カメラの設置等により安全なまちづくりに取り組む。

【予算算定額】

２年度 元年度

11,787千円 8,155千円
鷺洲地域の防災訓練の様子

※主にふくしまてんこもり開催経費の確保、密集市街地整備委託業務増加による増



1-2 「福島区地域福祉ビジョン」の取り組み
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【主な事業内容】

●地域福祉コーディネーターの
配置(10地域)

●専門指導員の配置(2名)
●ふくしま暮らし支え合いシステム
の実施等

【めざすべき将来像】

身近な地域の中で、「声かけ」、「見守り」、「助け合い」、
「支え合い」を実感できる状態をめざす。

【予算算定額】

２年度 元年度

15,224千円 14,893千円

地域福祉コーディネーターが地域の
みんなの相談室で相談を受けている様子



1-3 地域活動協議会等の
自律的・継続的な活動の促進
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【めざすべき将来像】

防災・防犯、子ども・青少年、福祉といった様々な地域課題に取組
む地域活動協議会について、適切な支援を行うことで一層の自律的
運営を進めるほか、各団体がお互いに支え合って継続的に活動に取
り組む状態をめざす。

【主な事業内容】

●地域活動協議会等の地域活動の活性化
に向けた支援

●市民活動の持続的な実施に向けた
ＣＢ/ＳＢ化、社会的ビジネス化の支援

●区民まつりの開催 等

【予算算定額】

２年度 元年度

41,668千円 42,542千円

海西スポーツ大会の様子

吉野地域の盆おどりの様子



2-1 妊娠期から就学前のこどもを持つ
親に対しての子育て支援
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【主な事業内容】

●母親の健康づくりのためのセミナー（年4回）
●家庭での関わり方や養育者同士の交流
を目的とした親子教室の開催《新規》
（1クール（6回）×２回）

●乳児（１歳未満）と保護者が参加する
「赤ちゃん広場」(年12回)

【めざすべき将来像】

子育て支援を充実させ、安心して楽しく子育てができるまちをめざす。

２年度 元年度

1,702千円 640千円

【予算算定額】

赤ちゃん広場の様子

※主に親子教室開催による増



2-2 ニア・イズ・ベター」に基づく
分権型教育行政の効果的な推進
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【めざすべき将来像】

職員や校長が分権型教育行政の制度や趣旨に基づいて業務を進めるこ
とで学校や地域における教育の活性化につなげる。

【主な事業内容】

●小・中学校の児童・生徒の体力向上事業(ゲストティーチャー派遣等)

●小・中学生の基礎学力向上事業(中学生夜間学習塾、小学生を対象に民間事業者を派遣)

●特別支援・発達障がい児童・生徒への
支援《中学校に拡充》 等

【予算算定額】

２年度 元年度

16,580千円
※教育委員会へ移管する予算を含む

15,263千円 バドミントン岩城ハルミさんによる
ゲストティーチャー派遣事業の様子

※主に特別支援・発達障がい児童･生徒支援事業拡充による増



「重大な児童虐待ゼロ」に向けた取組み
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地域の実情に応じた取組みを各区で推進する。

こどもサポートネットの推進

課題を抱えたこどもや子育て世帯を学校園と区
役所が連携して保健福祉制度など適切な支援に
つなぎ総合的に支援する仕組みを構築する。



3 にぎわいと魅力あふれるまちづくり
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【主な事業内容】

●区の花「のだふじ」を活用したイベント開催(年1回)
●水辺エリアを活用したイベントの開催(年6回以上)
（中央卸売市場前「海の駅」「ざこばの朝市」
・ほたるまち「ジャズライブ」）

●まちあるきなど区の魅力発信の取組み
●緑化リーダーとの協働での種花事業(通年) 等

【めざすべき将来像】

地域団体や企業等と連携協力して集客力の高いイベントを実施し、
活気とにぎわいがあふれ、みどりのある美しいまちを実現する。

【予算算定額】

２年度 元年度

17,594千円 24,057千円

ざこばの朝市の様子

のだふじまつりの様子※主に観光案内板設置事業終了による減



12

4 区民が満足・納得できる区役所づくり

【めざすべき将来像】

・区政運営において、区民の参加・参画をより一層推進し、これまで
以上に区政運営に参画しているという実感が得られている状態をめ
ざす。

・区民の身近な区役所として信頼され、区民をはじめ来庁者にとっ
て快適で満足できる場所となるよう取り組む。

【主な事業内容】

●区政会議、少人数型意見交換会「ラウンドテーブル」の開催
●区民モニターアンケート等による区民ニーズの把握
●区役所で改善した項目の情報発信の強化
●広報紙（増ページによる充実含む）やホームページ、Facebook
等による区政情報の発信 等

【予算算定額】

２年度 元年度

15,831千円 14,851千円

区政会議ラウンドテーブルの様子※主に広報紙増ページによる増


